
⼤阪発明協会・京都発明協会共催︓令和８年度第２回知財勉強会

 

 

         

【開催概要】

 

 

会員無料 （⼤阪発明協会・京都発明協会）
非会員 ５，５００円 (消費税込)  
 

 

 

 

協⼒

申込⽅法

参加費 

問い合わせ先

講師

　

⼀般社団法⼈ ⼤阪発明協会（http://www.jiiiosaka.jp/) 
電話 ０６－４７９２－７６２１  kensyu@jiiiosaka.or.jp 

 

 
 

 

開催⽇時︓令和８年１０⽉９⽇（⾦） １５時００分〜１６時００分

講義内容︓
①スタートアップの基本特性
②協働が上⼿くいくパターン、上⼿くいかないパターン
③パートナーとしてのwin-winの関係とは
 

 

 イノベーションの担い⼿として「スタートアップ」の存在感が増しています。また、
経産省・特許庁をはじめとした政府も、スタートアップ創出に向けて様々な政策を⾏って
います。
 スタートアップは、ヒト・モノ・カネが乏しいことから、ベンチャーキャピタル（ＶＣ）
や事業会社を含む様々な外部ステークホルダーと協働することで成⻑していきます。
 しかし、事業会社とスタートアップとの間では、企業体としてのスピード、⽂化、考え⽅
等が⼤きく異なり、契約が上⼿く纏まらないケースも多いです。特に知財⾯に関しては乖離
が⼤きく、そもそもリスクテイクを嫌う事業会社の⽴場と、リスクテイクを当然と考えて
いるスタートアップの⽴場との間で合意に⾄らず、事業会社からすると新規事業の機会を
逸することがあります。
 本勉強会では、スタートアップがどのような性質を有する企業体であるかを理解すること
で、お互いにwin-winの関係となって協働する⽅法を学んでいきたいと思います。

イノベーションの主役なのか︖スタートアップの特性と関わり⽅
〜イノベーションの担い⼿との協業⽅法〜

（弁理⼠法⼈秀和特許事務所 シニアパートナー弁理⼠）　
 

下⽥ 俊明 ⽒　　

Zoomを利⽤したオンライン形式で開催します。（後⽇アーカイブ配信あり）開催⽅式

　

 

※左の二次元コードを読み取るか、下のURLから受講申込みフォームに入り、

　お申し込み下さい。

https://forms.gle/ESokYesybdaAZWQM6

（⼀般社団法⼈iTAMON（ｱｲﾀﾓﾝ）  理事）　
 

⼀般社団法⼈iTAMON（ｱｲﾀﾓﾝ） 


